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私は 1995 年に初めて中国の新疆ウイグル⾃治区を訪ねて以来、⼀貫して⺠

族題を研究テーマのひとつとして位置づけ、またその⽀援も兼ねてウイグル族

の留学⽣を優先的に受け⼊れてきた。現在、そのうちの 3 名は新疆の⼤学で教

鞭を執っている。彼らは、それぞれの⼤学で⺠族の分け隔てなく学⽣を受け⼊

れて教育し、彼らに「⽼師(先⽣)!」と慕われている。たとえば、そのうちの⼀

⼈は「計量経済学」の講義を担当し、漢族も、もちろんウイグル族をも教えて

いる。ウイグル族がウイグル族だけで集まって何事かをし、漢族が漢族だけで

集まって何事かをするというような状況ではなく、そこでは「⺠族融和」が実

現している。 

 とはいえ、残念なことにこれはまだ⼀般的な状況ではない。私は新疆ウイグル
⾃治区に⾏って⺠族問題の実際を⾒たいという友⼈たちにいつも⾔っているこ
とだが、たとえば⼤学の構内で、また市内のマーケットで、漢族らしき⼈と少数
⺠族らしき⼈が友達同⼠⾵に並んで歩いているのをどれくらい発⾒できるかを
⾒て欲しいと⾔っている。残念ながら、そういうケースは⼤⽬に⾒てもまあ 10
ケースに 1 ケースくらいだろう。それが「⺠族融和」の現状ということになる。 

もちろん、⺟語が違うのだから同じ⺟語を持つ者同⼠で集まるのは⾃然なこ
とである。が、そうしてそれぞれが同⼀⺠族だけでお仲間を形成し、それが各組
織内で派閥化してくると話は⼀気に複雑化する。たとえば、ある⼤きな組織体の
中で漢族とウイグル族がそれぞれ派閥を形成していたとしよう。そして、この時、
現在の政治状況下で漢族の派閥が相⼿の派閥に対し「あいつらは独⽴分⼦だ」と
叫んだとしよう。そうすれば、漢族派閥は簡単に相⼿を弱体化できる。これはま



さしく⾔われなき攻撃であり、⺠族抑圧以外の何ものでもない。私に⾔わせると、
⺠族抑圧のナマの姿というのはこういうものである。ウイグル族など少数⺠族
が怒るのは当然である。 

が、しかし、ここで怒りに任せてウイグルの⺠族主義を煽るとこれまた⼤変なこ
とになる。いよいよ⺠族間のナマの交流が少なくなり、各⺠族が⾃⺠族の中だけ
でグループを形成するようになる。そして、漢族への怒りを仲間の中で共有する
こととなるから、そこでは「独⽴」のような過激な意⾒を持つ者も現れよう。こ
うした彼らの気持ちは重々理解できるのではあるが、しかし、これでは解決にな
らないことをここでは述べたいのである。悪いのは「⼤漢族主義」の側にあるの
ははっきりしている。が、そこで⺠族主義を煽れば余計にひどいこととなること
を述べたいのである。 

実際、よく考えて欲しいのであるが、⽣産建設兵団に住む漢族を含めれば過半数
が漢族となった新疆地区を独⽴させることなどできない。また、「独⽴」と⾔わ
ないまでも⺠族に⺠族として対抗しても、それまた勝つことはできない。これは
仮に「⺠主主義」がしっかり導⼊されたとしても、である。特定の地区で⺠主主
義的にウイグル族側が勝利したとしても、それによって漢族が怒ってくるなら
ば、その地域の⺠族対⽴は余計に激化し、悪くすると内戦のような状況となるだ
ろう。悪いのは「⼤漢族主義」の側にあっても、⺠族に⺠族として対峙しても公
平で安定した社会を形成することはできない。「⺠族を乗り超える」という以外
に現実的な道はないことを⾔いたいのである。 

また、さらに突っ込んで⾔うと、この考え⽅はこのタイプの⺠族抑圧の原因を単
に「⼤漢族主義」のみに還元せず、派閥闘争を⽣じさせる官僚主義に⾒るという
こととも関係する。これが漢族側の⺠族主義を利⽤して⾃分たちを有利にしよ
うとしているのであって、官僚主義こそを問題としなければならないという⽴
場である。 

たとえば、新中国建国の⽗⽑沢東は、抗⽇戦を闘うにあたって常に「真の敵は⽇
本軍国主義者。⼈⺠は敵ではない」と⾔い続けてきた。相⼿⺠族に⺠族として対



峙するのではなく、真の敵対関係は「軍国主義者と⼈⺠」の間にあるのだと⾔い
続けたのである。こうでなければならないと強く思うのである。 

なお、このことと関わって最後に付記したいのは、この新疆ウイグル⾃治区の少
数⺠族の解放を実現するために外国勢⼒が特定⺠族の⾒⽅として登場してはな
らないということである。これは、そうすれば外国勢⼒と結びついた⺠族が「国
家の敵」となり、国内のその他すべての⺠族を敵にしてしまうことからである。
現在のアメリカのキャンペーンが、そしてその動きに同調する⽇本を含む⻄側
諸国のキャンペーンがそうなっていないか、よくよく反省してみなければなら
ない。私のゼミナールを卒業して⾏ったウイグル族の多くの弟⼦たちの平穏な
⽣活のためにも是⾮お願いしたい「反省」である。 
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